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むかし、むかし、尼
あまがさき

崎には美
うつく

しいお城
しろ

があり、
城
じょうかまち

下町は多くの人で賑
にぎ

わい、海や川にはたくさんの
船が行き交

か

っていました。
海
う み べ

辺には畑
はたけ

や田んぼが広がり、青
あおあお

々とした松
まつばやし

林が
並
なら

び、それはそれは美
うつく

しい砂
すなはま

浜が続
つづ

いていました。
人
ひとびと

々は、菜
な た ね

種や綿
め ん か

花などの作
さくもつ

物を育
そだ

て、目の前に
広がる海で魚や貝を捕

と

り、自
し ぜ ん

然からたくさんの
恵
めぐ

みを受けて暮
く

らしていました。
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これではいけないと、人
ひとびと

々は公
こうがい

害の問
もんだい

題について一
いっしょけんめい

所懸命に考え始
はじ

めました。
そして、みんなの努

どりょく

力で、少しずつ青い空と青い海を取
と

り戻
もど

してきました。
時
じ だ い

代が移
うつ

り変
か

わり、工場があった場
ば し ょ

所に、
大きな空き地ができました。
ここに森が生まれます。
尼
あまがさき

崎の森
もりちゅうおうりょくち

中央緑地です。
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崎が工
こうぎょう

業の町として発
はってん

展していくなかで、美
うつく

しかった海
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辺は埋
う

め立てられ、
そこにはたくさんの工場が立ち並

なら

びました。
工場はモクモクと黒い煙

けむり

を空に向
む

かって吐
は

き出し、海に汚
よご

れた水を流
なが

した
ため公
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みどりちゃんは、尼
あまがさき

崎に住
す

む、小学校1年生の女の子です。
秋のよく晴れた日曜日、森づくりに参加する人たちと、
六
ろっこうさん

甲山に、どんぐりをひろいに行きました。
どんぐりひろいは、イノシシと競

きょうそう

争です。
イノシシに食

た

べられてしまう前に、
どんぐりをひろわなくてはなりません。
みどりちゃんは、がんばって、たくさんのどんぐりをひろいました。
そして、尼

あまがさき

崎の森
もりちゅうおうりょくち

中央緑地で、どんぐりをまきました。
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次
つぎ

の年の春、みどりちゃんは、小学校2年生になりました。
どんぐりから、小さな芽

め

が、顔を出しました。
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みどりちゃんは、小学校3年生になりました。
今日は、尼

あまがさき

崎の森
もりちゅうおうりょくち

中央緑地に、苗
なえぎ

木を植
う

える日です。
多くの人がやって来て、苗

なえぎ

木を植
う

えています。

スコップで穴
あな

を掘
ほ

り、根
ね

っこがのびのび成
せいちょう

長できるように
土をやわらかく、ほぐしてあげました。
それから、穴

あな

の中に、やさしく苗
なえぎ

木の根
ね

っこをいれて、土をかぶせました。
広い空き地の中で、小さな苗

なえぎ

木はたよりなく見えます。
「大きく育

そだ

ってね。」
みどりちゃんは、話しかけながら、苗

なえぎ

木に水をあげました。
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みどりちゃんは、小学校４年生になりました。
夏休み、苗

なえぎ

木に会いに来ました。
でも、あたりいちめん草ばかり。苗

なえぎ

木が見えません。
草のほうが早く育

そだ

つので、苗
なえぎ

木をおおいかくしていたのです。　　
みどりちゃんが、いっしょうけんめいに草

くさか

刈りをすると、
草の中から、苗

なえぎ

木があらわれました。
苗
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木は、お日
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あ
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みどりちゃんは、20歳になりました。
冬、森に遊

あそ

びに来ました。
植
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えた苗
なえぎ

木は、みんな大きく成
せいちょう

長し、きゅうくつそうです。
そこで混

こ

み合
あ

った木を切ると、森に明るい光がはいってきました。
みどりちゃんは、木を割

わ

って薪
まき

にしました。
そして、おいしいピザを焼

や

きました。
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みどりちゃんは、30歳
さい

になりました。
みどりちゃんは、ママになり、赤ちゃんを抱

だ

いて
森に遊

あそ

びに来ました。
「そらくん、これはママが植

う

えた木だよ。」
赤ちゃんに話かけます。
苗
なえぎ

木は、そらくんを歓
かんげい

迎するように、色とりどりの葉
は

っぱを、
はらはらと落

お

としました。
野草の花が、風に揺

ゆ

れています。
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みどりちゃんは、40歳
さい

になりました。
「ママ～、ママの植

う

えた木はどれ？」
みどりちゃんは、10歳

さい

になったそらくんと一
いっしょ

緒に、森に遊
あそ

びに来ました。
「わ～、大きな木。本当にどんぐりから、こんな大きな木が育

そだ

ったの？
ママより大きいよ。」
そらくんは、カブトムシやクワガタムシを捕

つか

まえるのに夢
むちゅう

中です。
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みどりちゃんは、80歳
さい

になりました。
みどりちゃんは、お父さんになったそらくんと、
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のはなちゃんと一
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緒に、森に遊
あそ

びに来ました。
みどりちゃんが植

う

えた木は、3人で抱
かか

えきれないほど、大きくなりました。
うっそうとした森では、毎年、小さなフクロウの
アオバズクがやって来て、子

こそだ

育てをしています。
森の中では、タヌキやキツネ、リスなどの、
いろいろな生きものが暮

く

らしています。
青い海では、魚の群

む

れが、きらきらと泳
およ

いでいます。
「はなちゃん、これから君

きみ

が、この森を見
みまも

守って行くんだよ。」
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「ねえ、おばあちゃん。
この森が、100歳

さい

になる頃
ころ

、はなはお母さんになって、
赤ちゃんと遊

あそ

びに来るね。」
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尼崎の森中央緑地の森づくり
尼崎の森中央緑地は昔、巨大な製鉄所があった場所で、現在荒野のような

空き地が広がっています。ここに 20 万本の苗木を植えて、ふるさとの

森を創造するのです。

2006 年から荒れ地に苗木を植え始め、今では苗木が 6，7ｍまで成長し、

小さな林になっています。鳥や昆虫など、いろいろな生き物の営みも

見えるようになってきました。

100 年の森づくりは、まだまだ始まったところです。この森づくりを、

次世代を担う子どもたちにも知ってもらいたいという願いをこめ、この

絵本を作成しました。
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